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０
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解
雇
撤
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！

１８４号
2025年９月２０日

東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

４
８
５
３
筆
（
25
年
９
月
20
日
）

全国から１１・２芝公園へ
全国労働者総決起集会・改憲阻止！１万人大行進

述
べ
、「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
過

程
は
不
当
労
働
行
為
な
く
し
て
で
き

な
か
っ
た
」
と
闘
い
の
正
当
性
を
確

信
し
て
発
言
し
た
。

　
弁
護
団
は
一
審
判
決
の
問
題
点
を

明
ら
か
に
し
た
。
Ｊ
Ｒ
設
立
委
の
不

当
労
働
行
為
は
明
ら
か
で
、
相
手
側

も
反
論
で
き
な
か
っ
た
が
、
裁
判
所

は
判
断
を
避
け
「
判
断
し
な
い
」
と

逃
げ
た
。
継
続
す
る
不
当
労
働
行
為

に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
が
採
用
拒
否
を

続
け
て
い
る
の
に
「
解
雇
か
ら
１
年

を
過
ぎ
た
」
と
い
う
理
由
で
切
り
捨

て
た
。
裁
判
の
長
期
化
は
、
Ｊ
Ｒ
が

「
犯
人
」
と
承
知
の
上
で
事
実
を
隠

し
続
け
た
こ
と
が
原
因
で
、「
時
効
」

　
東
京
高
裁
第
24
民
事
部
に
対
し

て
９
月
９
日
、、
国
鉄
１
０
４
７

名
解
雇
撤
回
を
求
め
る
高
裁
署
名

を
隠
し
続
け
、
責
任
は
Ｊ
Ｒ
自
身
に

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
証
人

と
し
て
呼
ぶ
よ
う
要
求
し
た
井
手
正

敬
は
、「
名
簿
不
記
載
基
準
の
策
定

を
命
じ
た
の
は
斎
藤
英
四
郎
委
員

長
」
と
い
う
核
心
を
知
る
最
後
の
人

物
で
あ
り
、
深
澤
祐
二
は
採
用
候
補

者
名
簿
か
ら
の
排
除
を
直
接
行
っ
た

下
手
人
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長

と
な
っ
た
後
も
不
当
労
働
行
為
の
事

実
を
隠
し
続
け
た
。
中
村
副
委
員
長

は
「
２
名
の
証
人
尋
問
は
真
実
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
絶
対
必
要
」
と

強
く
要
求
し
た
。

　
ま
た
、「
二
人
に
一
人
は
ク
ビ
」

と
い
う
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
攻
撃

に
対
し
、
動
労
千
葉
は
「
労
働
者
が

団
結
し
て
闘
え
ば
立
ち
向
か
え
る
」

と
ス
ト
を
決
断
し
た
。
中
村
副
委
員

長
は
、「
仲
間
と
と
も
に
声
を
上
げ
、

職
場
と
社
会
に
訴
え
か
け
た
こ
と
は

間
違
い
で
は
な
か
っ
た
。
労
働
者
の

誇
り
を
守
る
唯
一
の
道
だ
っ
た
」
と

　
９
月
19
日
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
を
求
め
る
東
京
高
裁
第
１
回

裁
判
が
開
か
れ
た
。
東
京
高
裁
は
当

初
、
警
備
法
廷
を
指
定
し
結
審
を

狙
っ
た
が
、
９
月
９
日
の
署
名
提
出

と
抗
議
申
し
入
れ
で
撤
回
さ
せ
、
大

法
廷
で
の
開
催
を
実
現
し
た
。

　
裁
判
長
も
冒
頭
で
「
本
日
、
結
審

す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
宣
言
し
、

策
動
を
打
ち
破
っ
た
。
全
国
の
仲
間

の
署
名
と
当
日
の
大
結
集
が
勝
利
を

生
ん
だ
。
こ
の
力
を
バ
ネ
に
解
雇
撤

回
ま
で
闘
い
抜
く
。

　
裁
判
で
は
、
解
雇
当
該
の
中
村
副

委
員
長
が
意
見
陳
述
。
Ｊ
Ｒ
が
真
実

国
鉄
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
裁
判 

９
・
19
東
京
高
裁
２
４
０
人
結
集

　
９
月
13
日
、
11
・
２
労
働
者
集
会

の
第
２
回
実
行
委
員
会
が
開
か
れ

た
。
動
労
千
葉
・
関
委
員
長
は
、
９

月
９
日
に
４
７
６
６
筆
の
署
名
を
高

裁
へ
提
出
し
た
こ
と
を
報
告
。
高
山

俊
吉
弁
護
士
は
「
与
党
も
野
党
も
ダ

メ
」
と
い
う
絶
望
で
は
な
く
、
中
国

侵
略
戦
争
を
阻
止
す
る
闘
い
が
必
要

と
訴
え
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
田
中
顧
問
は
、
韓
国

民
主
労
総
や
旭
硝
子
支
会
の
参
加
、

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
ロ
ー
カ
ル
10
の
派
遣
検
討

な
ど
を
紹
介
し
、「
戦
争
を
止
め
社

会
を
変
え
る
力
は
こ
こ
に
あ
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
中
国
包
囲

戦
略
、
ガ
ザ
虐
殺
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
の
拡
大
、
石
破
政
権
の
崩
壊
と
防

衛
費
増
大
な
ど
の
情
勢
の
中
、
中
国

侵
略
戦
争
阻
止
が
労
働
者
階
級
の
課

題
で
あ
り
、
11
・
２
集
会
が
分
水
嶺

に
な
る
と
提
起
。「
労
働
者
に
社
会

を
変
え
る
力
が
あ
る
、
声
を
上
げ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
「
戦
争
は
女
性
へ
の
最

大
の
攻
撃
」「
抑
圧
が
女
性
決
起
の

契
機
と
な
る
」
と
の
発
言
が
続
き
、

男
性
も
性
暴
力
問
題
に
向
き
合
う
べ

き
だ
と
さ
れ
ま
し
た
。「
戦
争
反
対

と
労
働
運
動
再
生
の
た
め
国
鉄
闘
争

を
自
ら
の
闘
い
に
」「
戦
争
阻
止
は

労
働
運
動
の
社
会
的
責
任
」
と
の
声

も
上
が
り
ま
し
た
。

　
11
・
２
と
一
体
で
10
・
５
集
会
を

爆
発
さ
せ
、
中
国
侵
略
戦
争
阻
止
と

ガ
ザ
虐
殺
反
対
を
闘
う
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。「
ガ
ザ
虐
殺
を
知
ら
な

い
人
に
広
げ
よ
う
」「
日
本
の
労
働

者
の
責
任
を
示
そ
う
」
と
の
訴
え
が

続
き
ま
し
た
。

　
組
織
化
に
つ
い
て
は
「
リ
ー
ダ
ー

を
組
織
し
、
一
人
ひ
と
り
を
担
い
手

に
」
と
の
提
起
が
あ
り
、
大
結
集
へ

向
け
た
闘
い
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
三
里
塚
反
対
同
盟
・
伊
藤

信
晴
さ
ん
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼

び
か
け
人
・
金
元
重
さ
ん
も
発
言
し
、

10
・
12
三
里
塚
闘
争
を
と
も
に
闘
う

決
意
を
共
有
。
11
・
２
勝
利
へ
全
力

の
組
織
戦
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

11
・
２
全
国
労
働
者
集
会

改
憲
阻
止
！
１
万
人
行
進

　 

11
月
２
日
（
日
）
正
午
～

　 

東
京
・
芝
公
園
23
号
地
広
場

　
　  

※
午
後
３
時
～
デ
モ
行
進

ち
越
さ
れ
た
。
次
回
裁
判
は
来
年
１

月
23
日
、
東
京
高
裁
１
０
１
号
法
廷

で
行
わ
れ
る
。

　
裁
判
後
の
報
告
集
会
は
、
警
備
法

廷
粉
砕
と
結
審
阻
止
の
勝
利
感
に
あ

ふ
れ
た
。
被
解
雇
者
の
高
石
正
博
さ

ん
は
「
署
名
提
出
と
大
法
廷
要
求
、

集
ま
っ
た
仲
間
の
力
を
裁
判
所
も
見

て
い
た
」
と
述
べ
、
長
期
闘
争
を
貫

く
決
意
を
示
し
た
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び
か
け
人

の
金
元
重
さ
ん
や
各
地
か
ら
の
仲
間

た
ち
が
発
言
。
最
後
に
関
委
員
長
が

全
国
結
集
に
感
謝
し
、「
11
・
２
集

会
へ
、
10
・
５
を
ス
テ
ッ
プ
に
結
集

し
て
闘
お
う
」
と
訴
え
た
。

い
。
不
当
な
東
京
地
裁
判
決
を
破
棄

し
、
解
雇
撤
回
を
認
め
る
判
決
を
強

く
要
求
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
高
裁
に
よ
る
警
備
法

廷
指
定
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
そ

も
そ
も
法
廷
が
「
混
乱
し
た
」
と
言

え
る
の
は
、一
審
の
結
審
時
の
み
だ
。

そ
れ
は
裁
判
長
が
裁
判
終
了
後
も
居

座
っ
た
た
め
に
、
結
審
の
理
由
を
問

う
た
傍
聴
者
を
次
々
と
退
廷
さ
せ
る

と
い
う
暴
挙
に
出
た
か
ら
だ
。

　
す
べ
て
が
裁
判
所
の「
自
作
自
演
」

だ
。
裁
判
長
ら
が
、
も
と
も
と
偏
見

を
持
っ
て
裁
判
に
臨
ん
で
い
る
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
。「
公
正
な
裁
判

を
受
け
る
権
利
」
を
裁
判
所
が
侵
害

し
て
い
る
の
だ
。

　
弁
護
団
か
ら
も
「
忌
避
の
理
由
に

も
な
り
う
る
」と
抗
議
が
行
わ
れ
た
。

４
７
６
６
筆
を
提
出
し
た
。
ま

た
、
裁
判
所
に
よ
る
警
備
法
廷

指
定
に
抗
議
し
、
そ
の
撤
回
と

大
法
廷
で
の
開
催
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
行
っ
た
（
写
真
下
）。

　
署
名
提
出
行
動
で
は
、
東
京

高
裁
民
事
訟
廷
管
理
官
２
人
が

対
応
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に

よ
る
解
雇
か
ら
38
年
を
経
て
も

裁
判
が
続
い
て
い
る
の
は
Ｊ
Ｒ

が
偽
証
を
続
け
て
き
た
か
ら

だ
。「
時
効
」
で
Ｊ
Ｒ
を
免
罪

す
る
な
ど
絶
対
に
許
さ
れ
な

で
免
罪
す
る
な
ど
許
さ

れ
な
い
。

　
２
人
の
証
人
採
用
の

判
断
は
次
回
以
降
に
持

戦争を止め、社会を変える力がここにある！

「警備法廷」粉砕し大法廷に
第 1 回での結審策動を粉砕

署
名
４
７
６
６
筆

警
備
法
廷
に
抗
議

〝
大
結
集
へ
一
人
ひ
と
り
を
担
い
手
に
〟

11
・
２
労
働
者
集
会
へ
第
２
回
実
行
委
員
会
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手
と
な
り
、「
国
労
に
所
属
し
て
い

る
と
新
会
社
に
残
れ
な
い
」
と
宣
伝

し
て
回
っ
た
。

激
し
い
分
裂
・
脱
退
攻
撃

　
一
方
、
動
労
本
部
は
86
年
１
月
13

日
に
国
鉄
当
局
と「
労
使
共
同
宣
言
」

を
結
び
、
分
割
・
民
営
化
賛
成
に
転

じ
た
こ
と
を
明
確
化
。
国
労
内
部
の

分
裂
も
加
速
し
た
。
４
月
に
は
国
労

上
野
支
部
の
革
マ
ル
派
な
ど
一
部
勢

力
が
新
国
鉄
労
働
組
合
（
真
国
労
）

を
結
成
し
、
東
京
地
本
の
営
業
系
の

１
３
０
０
人
が
脱
退
。
動
労
本
部
の

松
崎
委
員
長
は
「
新
国
労
を
３
万
人

に
拡
大
し
、
国
労
を
壊
滅
さ
せ
る
」

と
公
言
し
た
。

　
動
労
・
鉄
労
・
全
施
労
と
真
国
労

の
４
組
合
は
当
局
と
共
催
で
「
国
鉄

改
革
に
取
り
組
む
職
員
の
集
い
」
を

開
き
、
分
割
・
民
営
化
推
進
の
立
場

を
明
確
に
し
て
い
っ
た
。
動
労
本
部

の
動
き
は
総
評
か
ら
も
批
判
さ
れ
、

86
年
の
ダ
ブ
ル
選
挙
に
お
い
て
自
民

党
や
民
社
党
を
支
持
し
た
こ
と
も
弾

劾
さ
れ
た
。

　
最
終
的
に
動
労
は
総
評
か
ら
離
脱

し
、
４
労
組
で
改
革
労
協
の
結
成
に

進
み
、
８
月
に
は
第
二
次
労
使
共
同

宣
言
を
締
結
し
た
。
国
鉄
改
革
へ
の

全
面
協
力
と
新
会
社
で
の
争
議
自
粛

を
誓
っ
た
。
国
鉄
当
局
は
75
年
の
ス

ト
権
ス
ト
に
つ
い
て
動
労
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
を
取
り
下
げ
、
動
労

本
部
の
「
協
力
」
の
見
返
り
を
示
し

た
。こ
こ
に
動
労
本
部
は
国
鉄
分
割
・

民
営
化
推
進
勢
力
と
し
て
の
正
体
を

完
全
に
さ
ら
け
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
国
労
は
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
た

が
現
場
の
怒
り
は
な
お
強
く
残
っ
て

い
た
。
だ
が
民
営
化
は
容
認
し
て
分

割
の
み
反
対
、「
希
望
退
職
の
条
件

付
き
受
け
入
れ
」
や
「
雇
用
対
策
へ

の
取
り
組
み
の
重
視
」を
打
ち
出
し
、

話
し
合
い
路
線
に
傾
い
て
っ
た
。

  

あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義  

「
闘
え
ば
分
裂
」
の
敗
北
主
義
を
打
ち
破
っ
た国鉄新潟闘争を乗り越えた分割・民営化阻止闘争

し
、
さ
ら
に
３
６
０
０
万
円
の
損
害

賠
償
請
求
を
突
き
つ
け
た
。
し
か
し

動
労
千
葉
は
一
切
屈
服
せ
ず
、
全
国

の
国
鉄
労
働
者
の
先
頭
に
立
っ
て
国

鉄
分
割
・
民
営
化
と
首
切
り
攻
撃
に

立
ち
向
か
う
決
意
を
鮮
明
に
し
た
。

　『
人
間
の
条
件
（
撮
影
）』『
怒
り

を
唄
え
』
な
ど
で
著
名
な
宮
島
義よ
し
お勇

監
督
が
動
労
千
葉
組
合
員
と
生
活
を

共
に
し
な
が
ら
撮
影
し
た
記
録
映
画

『
俺
た
ち
は
鉄
路
に
生
き
る
』
の
上

映
運
動
が
全
国
で
展
開
さ
れ
、
大
き

な
共
感
を
集
め
た
。
こ
の
上
映
運
動

は
、
全
国
的
な
動
労
千
葉
支
援
運
動

の
契
機
と
も
な
っ
た
。

　
国
鉄
新
潟
闘
争
の
教
訓

　
１
９
５
７
年
の
国
鉄
新
潟
闘
争
で

は
、
春
闘
に
対
す
る
国
鉄
当
局
の
強

硬
な
処
分
に
対
し
て
、
処
分
撤
回
闘

争
と
し
て
全
国
で
激
し
い
攻
防
が
展

開
さ
れ
、
特
に
国
労
新
潟
の
闘
い
は

局
内
全
面
ス
ト
へ
と
拡
大
し
た
。
当

局
は
警
察
を
も
動
員
し
て
闘
争
鎮
圧

に
動
き
、
ま
た
国
労
本
部
が
新
潟
地

本
の
抑
え
込
み
に
動
き
、
多
数
の
解

雇
者
を
出
し
て
終
結
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
当
局
は
厳
し
い
解
雇
・
停
職
処
分

を
出
す
一
方
、「
組
合
を
や
め
れ
ば

軽
処
分
」
な
ど
と
懐
柔
策
を
提
示

し
、
国
労
本
部
に
対
す
る
不
信
感
も

相
ま
っ
て
、
被
処
分
者
を
は
じ
め
大

量
の
脱
退
が
生
じ
、「
鉄
道
労
働
組

合
（
鉄
労
）」
が
結
成
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
新
潟
闘
争
の
経
験
は

「
闘
っ
て
も
勝
て
な
い
」「
闘
え
ば
分

裂
す
る
」
と
い
う
右
翼
的
総
括
を
生

み
出
し
、
敗
北
主
義
を
広
げ
た
。

　
だ
が
、
動
労
千
葉
の
闘
い
は
こ
の

新
潟
闘
争
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
地

平
を
切
り
開
い
た
と
言
え
る
。
動
労

千
葉
は
「
分
裂
・
敗
北
」
と
い
う
過

去
の
教
訓
を
反
転
さ
せ
、
逆
に
闘
い

ぬ
く
こ
と
で
団
結
を
強
化
で
き
る
こ

と
を
実
証
し
た
の
で
あ
る
。

　
修
善
寺
大
会
の
決
起

　
７
月
の
第
47
回
大
会
で
は
「
大
胆

な
妥
協
」「
中
闘
へ
の
一
任
」
が
提

起
さ
れ
、
分
割
・
民
営
化
賛
成
に
近

い
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
執
行
部
は

総
評
指
導
に
よ
り
「
こ
れ
ま
で
の
闘

争
を
一
切
中
止
」
し
労
使
共
同
宣
言

を
受
け
入
れ
る
方
針
を
決
定
し
、
中

闘
に
諮
ろ
う
と
し
た
。

　
だ
が
東
京
地
本
青
年
部
な
ど
の
抗

議
行
動
に
よ
っ
て
中
闘
は
開
催
で
き

ず
臨
時
大
会
に
諮
る
こ
と
に
。
修
善

寺
大
会
に
は
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
に

送
ら
れ
た
活
動
家
な
ど
２
千
人
が
結

集
し
、「
大
胆
な
妥
協
」
方
針
は
否

決
。
山
崎
執
行
部
は
辞
任
し
た
。
国

労
は
労
使
共
同
宣
言
を
拒
否
し
、
分

割
反
対
の
立
場
を
維
持
し
た
。
だ
が

断
固
と
し
た
闘
争
方
針
は
打
ち
出
せ

な
か
っ
た
。
と
は
い
え
修
善
寺
大
会

は
現
場
の
声
を
明
ら
か
に
し
た
、
ひ

と
つ
の
歴
史
的
分
岐
点
で
あ
っ
た
。

　
旧
主
流
派
（
民
同
）
は
組
織
分
裂

を
仕
掛
け
、
87
年
２
月
に
２
万
人
規

模
で
鉄
産
労
を
結
成
。
国
労
組
合
員

の
大
規
模
な
脱
退
が
生
じ
、
４
月
１

日
時
点
で
約
４
万
人
に
ま
で
減
少
し

た
。
前
年
５
月
に
16
万
５
千
人
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
１
年
足
ら
ず
で

12
万
人
が
脱
退
し
、
毎
月
１
万
人
以

上
が
国
労
を
去
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
急
速
な
組
織
縮
小
は
、
戦
後

労
働
運
動
史
の
中
で
も
未
曾
有
の
規

模
で
あ
り
、
労
組
解
体
攻
撃
の
典
型

例
で
あ
る
。

　
政
府
は
86
年
３
月
に
国
鉄
改
革
関

連
法
案
を
提
出
し
た
が
通
常
国
会
で

は
成
立
せ
ず
。
中
曽
根
政
権
は
７
月

の
参
院
選
に
あ
わ
せ
衆
院
を
解
散

し
、い
わ
ゆ
る
「
死
ん
だ
ふ
り
解
散
」

の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
自
民
党
は
圧
勝
。

そ
の
勢
い
で
秋
の
臨
時
国
会
に
お
い

て
国
鉄
改
革
関
連
法
案
を
強
行
採
決

し
て
い
っ
た
。

阪
な
ど
に
異
動
さ
せ
る
と
発
表
し

た
。
こ
れ
は
動
労
本
部
と
国
鉄
当
局

が
結
託
し
た
攻
撃
で
、
活
動
家
や
役

員
を
中
心
に
国
労
組
合
員
を
職
場
か

ら
排
除
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
「
血

の
入
れ
替
え
」
と
呼
ば
れ
る
配
転

攻
撃
だ
っ
た
。
86
年
６
月
に
は
約

３
５
０
０
人
が
異
動
さ
せ
ら
れ
た
。

首
切
計
画
の
全
貌

　
政
府
は
１
９
８
５
年
12

月
13
日
に
「
余
剰
人
員
対

策
の
基
本
方
針
」
を
発
表

し
、
９
万
２
千
人
を
余
剰

人
員
と
し
て
人
員
削
減
を

打
ち
出
し
た
。
そ
の
内
訳

は
、希
望
退
職
で
２
万
人
、

関
連
企
業
へ
の
移
籍
が

４
・
１
万
人
（
う
ち
３
万

人
が
国
・
地
方
自
治
体
に
、

１
・
１
万
人
が
民
間
会
社

に
）、
新
会
社
な
ど
に
３
・

１
万
人
を
抱
え
込
む
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
９
万
人
余
の
首

切
り
計
画
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
何
人
を
削
減
す
る
か

だ
け
で
な
く
、「
誰
を
削

る
の
か
」
と
い
う
問
題
で

あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
「
広

域
配
転
」
や
人
材
活
用
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
労
使
結
託

の
大
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。

　
国
鉄
当
局
は
86
年
３
月

４
日
、
新
た
な
余
剰
人
員

対
策
と
し
て
北
海
道
か
ら

２
万
人
、
九
州
か
ら
１
万

人
を
東
京
・
名
古
屋
・
大

　
久
留
里
線
・
久
留
里
～
上
総
亀
山

間
の
廃
線
問
題
が
重
要
な
局
面
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
21
日
、
Ｊ
Ｒ
・
千
葉
県
・

君
津
市
・
自
治
会
代
表
に
よ
る
「
検

討
会
議
」
の
報
告
書
が
出
さ
れ
、「
自

動
車
中
心
の
交
通
体
系
へ
の
移
行
」

が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

報
告
書
に
は
「
路
線
バ
ス
で
は
事
業

と
し
て
成
り
立
つ
程
度
の
利
用
客
を

継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
」

と
あ
り
、
バ
ス
転
換
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

は
11
月
27
日
、「
バ
ス
等
を
中
心
と

し
た
新
た
な
交
通
体
系
へ
の
モ
ー
ド

チ
ェ
ン
ジ
を
図
る
」
と
し
て
、
君
津

市
の
「
地
域
公
共
交
通
会
議
」
で
協

議
す
る
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
６
月
23
日
に
開
催

さ
れ
た
「
25
年
度
第
１
回
地
域
公
共

交
通
会
議
」
で
は
、
久
留
里
線
・
久

留
里
～
上
総
亀
山
間
を
列
車
８
・
５

往
復
か
ら
バ
ス
13
往
復
に
置
き
換
え

る
案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
運
行
主

体
は
君
津
市
、
実
際
の
運
行
は
事
業

者
に
委
託
、
委
託
費
用
は
Ｊ
Ｒ
が
負

担
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
バ
ス
13
往
復
」

は
久
留
里
止
ま
り
で
、９
時
～
14
時
、

14
時
～
17
時
の
８
時
間
の
空
白
を
埋

め
る
の
み
で
す
。
列
車
を
上
総
亀
山

ま
で
運
行
す
れ
ば
乗
換
も
不
要
で
あ

り
、
極
め
て
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

　
君
津
市
主
催
の
住
民
説
明
会
は
７

月
31
日
（
久
留
里
地
区
）、
８
月
５

日
（
松
丘
地
区
）、６
日
（
亀
山
地
区
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、参
加
者
は「
対

象
地
区
在
住
者
の
み
」に
限
定
さ
れ
、

発
言
も
制
限
さ
れ
る
閉
鎖
的
な
運
営

で
し
た
。

　
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
の
会

員
や
沿
線
住
民
が
地
域
と
氏
名
を
名

乗
っ
て
発
言
し
よ
う
と
し
て
も
、「
内

容
に
沿
わ
な
い
」
と
制
止
さ
れ
、
抗

議
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

在
住
で
な
い
た
め
参
加
を
拒
否
さ

れ
、
怒
っ
て
帰
る
人
も
出
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
久
留
里

線
と
地
域
を
守
る
会
は
幹
事
を
中
心

に
各
会
場
で
会
報
を
配
布
し
、「
久

留
里
線
の
廃
線
反
対
」
を
訴
え
る
抗

議
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
住
民
説
明
会
は
開
催
前
提

自
体
が
間
違
っ
て
い
ま
す
。
久
留
里

線
・
久
留
里
～
上
総
亀
山
間
の
問
題

は
「
君
津
市
公
共
交
通
会
議
」
で
検

討
中
で
あ
り
、
廃
線
の
結
論
は
出
て

い
ま
せ
ん
。
決
定
し
て
い
な
い
廃
線

を
前
提
に
バ
ス
代
替
の
説
明
を
行
う

こ
と
自
体
が
誤
り
で
す
。
さ
ら
に
Ｊ

Ｒ
は
、
こ
の
説
明
会
で
「
廃
線
に
関

す
る
手
続
き
」ま
で
説
明
し
て
お
り
、

住
民
に
あ
た
か
も
廃
線
が
決
ま
っ
た

か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
ま

す
。

第
二
波
ス
ト
の
意
義

　
動
労
千
葉
は
、
線
見
訓
練
阻
止
闘

争
を
34
日
間
に
わ
た
る
長
期
の
実
力

闘
争
と
し
て
闘
い
抜
き
、
さ
ら
に
第

一
波
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
す
る
処
分
粉

砕
を
掲
げ
て
、
１
９
８
６
年
２
月
15

日
の
第
２
波
ス
ト
を
決
行
し
た
。

　
動
労
千
葉
が
１
か
月
を
超
え
る
激

し
い
攻
防
戦
を
経
て
第
二
波
ス
ト
闘

争
に
突
入
し
、
現
場
の
怒
り
と
戦
闘

性
に
依
拠
し
て
第
二
波
ス
ト
を
打
ち

抜
い
た
こ
と
は
第
一
波
以
上
に
戦
略

的
意
味
を
持
ち
、
政
府
と
国
鉄
当
局

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。

　
政
府
や
国
鉄
当
局
が
い
か
に
弾
圧

を
仕
掛
け
て
も
、
動
労
千
葉
の
よ
う

に
腹
を
固
め
て
闘
え
ば
労
働
者
の
決

起
を
押
さ
え
込
む
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
を
現
実
の
闘
い
を
も
っ
て
示
し

た
の
だ
。
そ
れ
は
力
関
係
を
転
換
さ

せ
る
闘
争
と
な
っ
た
。「
国
鉄
分
割
・

民
営
化
」
と
い
う
国
家
的
攻
撃
に
対

抗
し
う
る
唯
一
の
実
力
闘
争
が
長
期

の
現
場
攻
防
を
経
て
第
２
波
ス
ト
と

し
て
撃
ち
抜
か
れ
た
こ
と
は
そ
の
後

の
労
働
運
動
全
体
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
。

　
第
２
波
ス
ト
に
対
し
て
国
鉄
当
局

は
３
月
14
日
、
解
雇
８
人
、
停
職
１

人
な
ど
計
２
７
２
人
の
処
分
を
強
行

か
ら
外
さ
れ
、「
余
剰
人
員
」
と
し

て
不
採
用
の
対
象
と
さ
れ
て
い
っ

た
。
87
年
１
月
段
階
に
お
い
て
全
国

で
２
万
１
千
人
が
収
容
さ
れ
、
そ
の

８
割
以
上
が
国
労
組
合
員
だ
っ
た
。

千
葉
で
は
動
労
千
葉
11
人
、
国
労
４

人
が
配
属
さ
れ
た
（
写
真
）。

　
そ
こ
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
運
転
士
や

検
修
職
場
の
熟
練
労
働
者
で
あ
っ
て

も
、
草
む
し
り
や
ペ
ン
キ
塗
り
、
文

鎮
作
り
な
ど
、
労
働
者
の
誇
り
を
奪

い
、
団
結
を
解
体
す
る
た
め
だ
け
の

仕
事
が
強
要
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
全
国
の
人
活
セ
ン
タ
ー
で
ハ
ン
ス

ト
や
座
り
込
み
、
地
域
支
援
の
抗
議

行
動
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
が
後
述
す

る
国
労
修
善
寺
大
会
で
の
決
起
に
つ

な
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
。

　
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
は
、
国
鉄
分

割
・
民
営
化
攻
撃
の
「
実
験
場
」
で

あ
り
、
後
の
日
本
型
リ
ス
ト
ラ
政
策

の
原
型
と
も
な
っ
た
。

　
全
国
の
職
場
で
は
、
新
会
社
採
用

を
め
ぐ
り
〝
ふ
る
い
分
け
〟
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
手
段
が
86
年
３
月
か
ら

職
員
管
理
調
書
と
職
場
長
の
推
薦
書

で
あ
っ
た
。
考
課
項
目
に
は
業
務
知

識
や
技
能
な
ど
の
項
目
の
ほ
か
に

「
点
呼
へ
の
態
度
」「
服
装
状
態
」「
増

収
活
動
を
含
む
日
常
の
勤
務
態
度
」

な
ど
も
項
目
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
管
理
職
だ
け
で
な
く
一
般
職
員
を

対
象
に
「
企
業
人
教
育
」
が
実
施
さ

れ
、「
お
客
様
の
声
」「
経
営
改
革
に

つ
い
て
」
な
ど
の
ビ
デ
オ
視
聴
や
講

話
、
意
見
発
表
会
や
軍
隊
ま
が
い
の

団
体
行
動
訓
練
な
ど
で「
意
識
改
革
」

「
意
識
転
換
」
が
迫
ら
れ
た
。

　
受
講
者
は
職
場
に
戻
っ
て
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
組
織
を
作
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
の
販
売

や
省
エ
ネ
・
節
約
運
動
な
ど
の
担
い

　
さ
ら
に
７
月
に
「
人
材
活

用
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
、

活
動
家
や
組
合
役
員
が
職
場

　
久
留
里
線
と

地
域
を
守
る
会

と
と
も
に
、
廃

線
阻
止
に
向
け

全
力
で
闘
い
ま

し
ょ
う
！

Ｊ
Ｒ
は
沿
線
住
民
の
声
を
無
視
す
る
な

久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
が
抗
議
行
動


